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結果は図表 5-１、図表 5-２に示されている。まず、図表 5-１に示されている
遺産動機に関する結果を見てみると、利己的な遺産動機を持っている妻の親と
夫の親はそれぞれ全体の 71.60% および 69.55%を占め、いずれも３分の２を超
え、圧倒的に多い。２位は利他的な遺産動機であり、このような遺産動機を持
っている妻の親と夫の親はそれぞれ全体の 29.32% および 28.37%を占める。ま
た、３位は王朝的な遺産動機であり、このような遺産動機を持っている妻の親












理論モデル 遺産動機 回答者数 回答者の割合 回答者数
回答者の
割合
利他主義 条件なし 794 29.32 775 28.37
モデル 小計 794 29.32 775 28.37
利己主義 同居すること 78 2.88 195 7.14
モデル 近くに住むこと 60 2.22 51 1.87
家事の手伝いをすること 60 2.22 42 1.54
介護をすること 144 5.32 157 5.75
経済的援助をすること 22 0.81 36 1.32
遺産なし 1646 60.78 1532 56.08
小計 1939 71.60 1900 69.55
王朝モデル 家業を継ぐこと 17 0.63 75 2.75
小計 17 0.63 75 2.75
小計 2708 100.00 2732 100.00










利己的だった妻の親と夫の親はそれぞれ全体の 79.24% および 76.76%を占め、
いずれも 8 割近くであり、圧倒的に多い。２位は遺産の分配方法が利他的だっ
た親であり、そのような親は妻の親の場合と夫の親の場合はそれぞれ全体の
































理論モデル 遺産動機 回答者数 回答者の割合 回答者数
回答者の
割合
利他主義 均等に配分した 393 16.82 369 16.12
モデル 所得獲得能力の多い子に多く、または全部 10 0.43 12 0.52
ニーズの多いこに多く、または全部 8 0.34 9 0.39
小計 411 17.59 385 16.82
利己主義 同居した子に多く、または全部 144 6.16 170 7.43
モデル 近くに住んでいた子に多く、または全部 17 0.73 23 1.00
家事の手伝いをした子に多く、または全部 17 0.73 9 0.39
介護をした子に多く、または全部 37 1.58 36 1.57
経済的援助をした子に多く、または全部 4 0.17 8 0.35
遺産なし 1652 70.72 1702 74.36
小計 1851 79.24 1757 76.76
王朝モデル 家業を継いだ子に多く、または全部 27 1.16 66 2.88
長男・長女に多く、または全部 23 0.98 37 1.62
小計 49 2.10 102 4.46
延べ回答数 2311 98.93 2244 98.03
































































結果は図表 5-3、図表 5-4 に示されている。まず、図表 5-3 に示されている遺
産動機に関する結果を見てみると、利他的な遺産動機を持っている回答者は全
回答者の 71.43%を占め、圧倒的に多い。2 位は利己的な遺産動機であり、この












理論モデル 遺産動機 回答者数 回答者の割合
利他主義 いかなる場合でも残す 1507 60.64
モデル 子の働く意欲を弱めたくないから残さない 268 10.78
小計 1775 71.43
利己主義 子が老後の世話・介護をしてくれた場合にのみ残す 218 8.77
モデル 子が経済的援助をしてくれた場合にのみ残す 37 1.49
自分で使いたいから残さない 407 16.38
小計 662 26.64




















































理論モデル 遺産動機 回答者数 回答者の割合
利他主義 均等に配分する 1087 48.16




利己主義 同居してくれた子に多く、または全部 282 12.49



































回答者の遺産動機 利他主義モデル 利己主義モデル 王朝モデル 合計
利他主義モデル 537 1192 9 1738
利己主義モデル 159 486 4 649
王朝モデル 9 35 2 46
合計 705 1713 15 2433
相関： 0.0742
利他主義モデル 利己主義モデル 王朝モデル 合計
利他主義モデル 214 623 13 850
利己主義モデル 65 498 11 574
王朝モデル 7 62 10 79
合計 286 1183 34 1503
相関： 0.0510
利他主義モデル 利己主義モデル 王朝モデル 合計
利他主義モデル 529 1146 53 1728
利己主義モデル 160 479 8 647
王朝モデル 14 26 7 47
合計 703 1651 68 2422
相関：　0.1768
利他主義モデル 利己主義モデル 王朝モデル 合計
利他主義モデル 192 591 37 820
利己主義モデル 73 448 30 551
王朝モデル 9 58 10 77








































































妻の親に援助する回答者の割合 52.85 50.21 51.15
(789) (1434) (2223)
夫の親に援助する回答者の割合 58.45 50.99 *** 53.95
(799) (1214) (2013)
妻の親の世話をする回答者の割合 90.18 79.59 *** 83.33
(794) (1450) (2244)
夫の親の世話をする回答者の割合 90.76 70.64 *** 78.59
(801) (1226) (2027)
妻の親と同居する回答者の割合 22.48 8.03 *** 13.11
(783) (1444) (2227)
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